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1.緒 言
飛行機の離着陸時等における揚力の増大,あ
るいはローリング,ピッチング,ヨー イングな
どの振動の抑制は,飛行機に要求される重要な
性能であり, これらの実現は飛行機の安全性と
直結している。そのため,これらの揚抗力特性
の改善あるいは姿勢制御を可能 とするフラッ
プ,スラットなどの補助装置などが多用されて
きており,高い完成度を有する飛行機が実現化
されている。したがって,揚力の増大あるいは
姿勢制御に係わるより高性能の改良型補助装
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Abstract
To improve the lift―drag performance of a model airplane with auxiliary stabilizers,、、アe
attempt to clarify the lift―drag characteristics of the rnodel and the velocity distributions in the
do、ァアnstreanl region of the main、、アing,at a certain angle of attack and free― stream velocity in
a wind tunnel  lt is found that precise improvement to the lift―drag performance introduced by
the auxiliary stabilizers could not be obtained,ho都/ever,the results e able us to improve the lift―
drag performance of a model airplane
rてて,ylιorJs: performance improvement, lift―drag p rformance,auxiliary stabilizer,rnodel
airplane,velocity distribution
置,すなわち,従来型とは全く発想が異なるこ
の種の補助装置の開発は工学的に大きな研究課
題である。
このような状況の中で,最近,揚抗力特性の
改善と機体の水平移動という姿勢制御を可能と
する補助翼の構想が著者らの中から提案され
た1)。この方法は,これまでのものと発想が全く
異なり,補助翼は主翼の下面 (圧力面)に垂直
に固定され,迎え角可変となっている(以下,提
案者に従い垂直主翼と呼ぶ)。この2枚の垂直主
翼の迎え角を変えることにより,飛行機上方か
ら見てハの字型,逆ハの字型および並行型の配
置(arrangement)が可能となる。この垂直主翼
効果により,機首振りやローリングを伴わずに
水平方向へ移動する姿勢制御の可能性などが提
案された。また,提案者らは通常の模型軽飛行
機に垂直主翼に似せた平板を取り付けた簡単な
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